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Ⅰ．国際共同研究の内容（公開） 

 
１．当初の研究計画に対する進捗状況 

(1)研究の主なスケジュール(実績) 

 

研究題目・活動 
2020年度 2021年度 

4～6月 7～9月 
10～12

月 
1～3月 4～6月 7～9月 10～12

月 1～3月 

ワークパッケージ 1: 

マダガスカル北西部乾燥林の

生態系サービスの多角的評価 

1-1 マダガスカル北西部森林
の炭素貯蔵と水源涵養機
能の評価 

1-2 マダガスカル北西部森林
の有用植物資源の利用状
況の把握と高付加価値化
の可能性評価 

  
 

 

    

ワークパッケージ 2. 森林劣

化と減少の原因解析に基

づく対処法の開拓 

2-1 相手国の関係機関とのコ
ミュニケーションによる
森林劣化の原因解析 

2-2 木炭の代替エネルギー候
補の検討 

2-3 苗畑試験による地域住民
参加型の森林修復技術の
開拓 

  

 

 

    

ワークパッケージ 3: 日本の

民間資金と技術を用いる

REDD+およびCSR事業の設計 

3-1 日本国内のREDD+に関する
エクスパート、および、民
間資金によるREDD+を推進
する機関とのコミュニケー
ション 

3-2 マダガスカル政府関係機関
との企画調整会合 

  

 
 

    

機材導入 

ドローン搭載写真撮影シス

テム 

    

    

渡航活動 

     

    

＊１ コロナ禍の影響で相手国に渡航ない状況が継続し、河川や土壌からの水サンプルの

採取や在来樹種の発芽と実生作成技術の確立など、日本側研究者の専門技術が必要な

調査活動は規模を縮小して短期間で行った。 

15ha の森林調査区での森

林の毎木調査と樹高測定 

国際 NGO、相手国関係者らとの研
究協力体制構築にくけての協議 

現地聞き取り調査等による
森林劣化のドライバの確認 

本邦調達*4 相手国設置*4 

森林水源涵養機能の調査
（2人・7 日〜80 日）*1 

広域の森林の炭素貯蔵推定の 
実地検証（4 人・8日〜80 日） 
 

本邦の REDD+や CSR 活動のエク
スパートとのオンライン相談会 

民間資金協力スポンサ
ー候補との交渉 *3 

データの統計解析と森

林地上部現存量の推定 

樹種同定に基づく有用植物
現存量の推定 

安定同位体解析のため
の試料採取と測定 *1 

地域住民による 

利用状況の現地調査*1 

籾殻ブリケットの評価と 
導入可能性に関する情報収集 

在来樹種を種子から 
育てる苗畑試験の設置 *1 
 

籾殻ブリケットのマダガスカルの
他地域での導入状況視察と対象地
域での導入可能性の評価 *2 

植林用の種子や苗木供給状況の調査 
 

マダガスカル政府関係へ
の表敬訪問と交渉会議 *3 

日本国内での民間資金を
使っての海外の森林保全
についてのワークショッ
プ(2/28 実施) 
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＊２ コロナ禍のもと、渡航が不可能なので、文献調査のみを行った。 

＊３ マダガスカル政府の REDD+に対する政策の現状や、コロナ禍の影響で相手国への渡航

が不可能なため、表敬訪問、および、具体的な案件の検討は不可能となった。 

＊４ ドローンの輸出入の制限や関税などの制限があるため、現地での購入と業務委託によ

り遂行することに変更し、解析用のパソコンとソフトウェアを持ち込んだ。 

 

(2)プロジェクト開始時の構想からの変更点(該当する場合) 

 

プロジェクト開始時の 2020 年 4 月には予見できなかったのが、コロナ感染拡大の長期化に

よる渡航およびマダガスカル国内での移動制限、さらに、全ての相手方関係機関等の長期に

わたる閉鎖である。2020 年度には、本事業のワークパッケージ 1 に関する現場活動のうち

遠方からの技術協力で可能な活動のみ、現地カウンターパートに移動制限が短期間緩和さ

れる時期などをとらえて調査地に出向いてもらい実施した。また、コロナ禍でそれぞれの組

織に勤務形態や活動の停滞などがあったので、2020 年度には日本国内のエクスパートとの

オンライン会合や、マダガスカルで活動している国際 NGO 等との情報交換や協力体制の構

築にも当初予定していたより多くの時間を費やした。その結果、2021 年度への事業の延長

を視野に入れて、9月に事業計画の見直しを行なった。森林保全・再生・持続的開発を推進

する計画が有効に実施するには、同地での森林劣化と減少の原因(ドライバー)を検証する

ことがこれまで認識していた以上に重要であることがわかったので、ワークパッケージ 2と

３を修正し、2020 年 11 月に現地カウンターパートによる聞き取り調査を中心とした検証を

実施した。その結果、都市や農村で燃料として消費される木炭の生産が森林劣化の主要な原

因の一つであることが確認できたため、木炭に変わる循環型エネルギー資源の候補として、

日本の民間企業も技術開発を積極的に行なっている籾殻ブリケットに注目し、該当企業の

工場視察やマダガスカルへの技術協力の可能性に協議した。また、REDD+の導入の可能性に

ついては、マダガスカル政府の法整備などの情報収集をする中で、国際環境保全 NGO が、全

く同じ調査地域周辺で、森林炭素クレジットを取得する REDD+プロジェクトのフィージビリ

ティーを調査していることが判明したため、具体的な協力体制の構築の協議を 3 ヶ月にわ

たって行なった。しかし、マダガスカル政府が国レベルの REDD+以外は認めないという立場

を明確にしたため、この案件は中止となり、コロナ禍で国境閉鎖が続く中、マダガスカル政

府関係者などとの、マダガスカル国内での交渉は不可能となった。 

 2021 年度もコロナ感染拡大状況は継続し、マダガスカルは外交目的のチャーター便以外

の航空機の発着を 11 月まで停止していたので、現地カウンターパートだけで実施可能な活

動のみ継続した。2021 年 11 月になってマダガスカルへの旅客便が再開されると同時に渡航

の準備を整え、2021 年 12 月 12 日に 3名のプロジェクトチームメンバー(佐藤、金子、藤本)

が調査地に出発し、ワークパッケージ 1 とワークパッケージ 2 に関する調査活動を行なっ

ている(金子と藤本は 3 月 7 日まで滞在)。さらに、ワークパッケージ 2 に関しては森林劣

化のドライバーについての住民の意識について、12 月末から渡航したメンバー(山田)が地

域住民から聞き取りを継続した。また、2022 年 2 月には、さらにもう 1 名のプロジェクト

メンバー(Epron)が渡航してワークパッケージ 1に関しての継続的な研究展開を視野に入れ

た研究協力体制の構築や水文学的調査に必要な現地の研究サポート環境の視察を行なった。

ワークパッケージ 3に関しては、上記のような理由から REDD+に関する具体的な協議を行う

意味がなくなったので、視野をマダガスカルに限定せず、日本国内での民間資金を用いて、
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海外での持続的森林資源利用と森林保全の両立を図る方策についての議論を進めるため、

国内での産学民が合同参加するワークショップを 2 月 28 日にオンラインで開催した。 

 

２．プロジェクト成果の達成状況とインパクト（公開） 

 

(1) 成果目標の達成状況とインパクト等 

本事業の達成目標は、アフリカの最貧国の一つであり、類い稀な生物多様性の保全にも配慮

した持続的開発が急務であるマダガスカルの北西部のアンカラファンツィカ国立公園

(ANP)周辺にて（1）気候変動下、干ばつや火災が急増している北西部乾燥林の生態系サービ

スを多角的に評価し、（2）同地での森林劣化と減少の駆動原因(ドライバー)解析に基づく生

態系サービス維持に有効な対処法の開拓、（3）これらの対処法を社会実装するために、日本

の民間資金と技術を用いる REDD+および CSR 事業の設計に向けて国内外で調整を行うこと

である。これらの目的は、3 つのワークパッケージそれぞれの目標となっている。 

 目標(1)は、森林科学および生態系生態学の専門性の高い目標である。生態系サービスの

うち、気候変動緩和策において最重要である森林の炭素蓄積の評価については、我々の渡航

が不可能にもかかわらず、15 ha 森林調査区にて現地カウンターパートが継続した毎木調査

を活用して、精度の高い評価が行えた（図 1）。また、この毎木調査のデータと国際自然保

護連合が公表している最新の絶滅危惧植物のリスト（IUCN Red List）を統合させた結果、

マダガスカルの自然林に生育している絶滅に瀕した木本植物の生息密度やバイオマスを、

世界で初めて定量的に評価することができた。さらに、植物種の同定を共同で進めているイ

ギリス王立キュー植物園の分類学者によれば、我々の毎木データ内に複数の新種の存在が

示唆されている。これらの成果は、調査対象の森林が固有種や絶滅危惧種、未記載の新種を

含む生物多様性の保全サービスを提供していることを示している。これらの成果は、2021 年

と 2022 年の 3 月に国内学会(日本生態学会、ポスター発表)、2021 年 8 月には国際学会

(Ecological Society of America、ポスター発表とオンライン討議) 、10 月にはスミソニ

アン熱帯研究所のセミナーシリーズ（口頭発表：北島と佐藤が 25分ずつ）において発表し、

国際的な評価を得た。 
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 目標(1)に関して、さらにインパクトの大きい活動としては、住民の聞き取り調査と公開

されているアフリカ有用植物のデータベースを組み合わせて、ANP の 15 ha の自然乾燥林に

出現するおよそ 140 種の有用性について現状と潜在性を調査した(図２)。この結果、当初予

測していた以上に、Dalbergia 属・Diospyros 属など紫檀・黒檀の高級木材としての高付加

価値化が期待できる樹種やアロマオイルの原料となる樹種の現存量が多かった。マダガス

カルでこれまで行われてきた森林再生事業は生育が早い外来早生樹種の植林を採用するケ

ースがほとんどである。しかし、ANP の自然林には多くの有用な在来植物が存在するため、

劣化した森林の再生事業においてこれらの樹種を再生させることは経済的にも価値が高い

と考察する。また、ANP 周辺地域で急速な勢いで進む森林破壊が水源涵養機能などを損なっ

ていることは、現地でも広く認識されるようになってきている（図３）。 

さらに、現地ではこれまではっきり認識されていなかったが、有用樹種が自然林に多く存在

するという我々の定量的データは、非持続的な伐採・粗法的炭焼き・焼畑などを行うこと(写

真 A,B)の経済的な不利益を具体的に指摘するものといえる。一方、こういった教訓を生か

す提言を行なっていく上で、有用樹種の存在位置などのデータをむやみに公開すると、今後

の森林再生に向けた苗木生産に必要な種子の供給源となる樹木が短利的な目的で伐採され

てしまうことも危惧される。実際、葉から抽出するアロマオイルが輸出品として流通する樹

種（写真 C,D）の場合、すでに ANP 周辺の緩衝区域における非持続的な採取と蒸留装置を作

動するためのエネルギー資源である薪の採取の両方が、森林劣化に貢献している。こういっ

た意味でも、国立公園やマダガスカル環境・持続的開発省などとの緊密な意思疎通と協力関

係の構築が重要であると言える。 

 目標(2) に関しては、コロナ禍で渡航が不可能な中、アフリカおよびマダガスカルでの

森林劣化のエクスパートとオンライン会合を複数回実施し、多様な観点からプロジェクト

の方向性を検討した。また、マダガスカル語と現地の公文書に使われるフランス語での文献

調査に力を入れ、アンタナナンリヴ大学の研究協力者が、国内の移動制限が緩和されている

時期を狙って、片道 8 時間の調査地にて聞き取り調査などを行った。この結果、乾季後半

（2020 年 9 月から 11 月ごろ）の非持続的な焼畑（豚農家やビール工場へ販売するための収

奪的トウモロコシ栽培）を目的とする森林への放火が森林劣化と消失の大きな原因である

ことが確認された。国立公園設立時の 1927 年以前から公園内に居住している定住民は、指

定地域での農耕を主として生計を立てている。これらの定住民の意見では公園周辺の森林

火災は主に南部からの移民によるものとするが、彼らも木炭生産を目的に森林の劣化に加

担していることは否めないことも判明した。このため、木炭の代替となるエネルギー資源確

保が、研究計画立案時以上に意味のある社会実装につながるオプションとして浮上した。こ

れらの活動を通して、上流の森林から下流の水田地帯を包括的に対象とする流域レベルに

おいて食・エネルギー・森林資源の有効利用を組み合わせて複数の SDGs への貢献を目指す
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という、自然資源循環構想をこの地域で開拓できる可能性が見えてきた。また、乾季下旬の

2021 年 10 月後半には、放火の結果、大型の火災が ANP 内部にもおよび、320 ha という広

大な面積の森林が燃えてしまった(本プロジェクトによる推定、図 3, 写真 E,F)。本プロジ

ェクトチームの現地参加者も、ANP 当局と協力して消火活動やパトロールに 2 週間ほど従事

した。放火の背景には、ANP 当局が主導する森林資源の利用制限に反感を持つ住民が周辺地

域に存在することも現地の報道や聞き取り調査などからわかり、持続的開発の実現には、社

会学的な視点が重要であることも再認識できた。12 月に渡航が可能となった段階で、この

火災の影響による森林劣化の現状を正確に把握し、火災を受けていない自然林の構造と比

較するために、ドローンによる空撮チームを雇用し、また、ドローンを用いた森林モニタリ

ングの技術を、ANP 管理者や現地研究者と共有した。さらに、火災後の植生の変化をモニタ

ーするための小規模調査区を設定した。 

 目標(3)に関しては、日本国内の REDD+に関する複数の有識者や関連機関と、主に

2020 年 8月頃までに様々なオンライン会合を持ち、日本国内の REDD+プラットフォーム活

用の可能性などについて、情報や意見を収集した。この結果、気候変動条約や国連組織が

主導する国レベルの REDD+の実現に向けた仕組み作りが国際的に進む中、資金調達や途上

国の準備状況には課題が多く、依然として不十分な国や地域が多いことを確認した。ま

た、マダガスカルを含めて、プロジェクトレベルでの REDD+の実施がいくつかの国や地域

で進行しているが、国レベルでの REDD+推進の法整備と両立させるための調整作業には時

間がかかる。マダガスカルでは、REDD+に関する組織・法整備が現在進行中である。西部

の乾燥林を保全する意義は、マダガスカル環境・持続的開発省も生物多様性保護の観点、

また、気候変動緩和・適応の観点や稲作地帯の水源涵養機能の持続性の観点からも大いに

認識しているところである。しかし、森林の炭素貯蔵機能に主眼を置く REDD+のプロジェ

クトの導入によって森林保全と持続的開発の両立を図るという構想を、炭素貯蔵量が東部

熱帯雨林に比べて相対的に小さい西部乾燥林で実現するためには、これから多くの課題を

解決しないといけない。それでも、季節的落葉林の生物多様性と生態系保全に着目した上

で、炭素クレジットのプロジェクトを実施することも不可能ではないことは、さまざまな

関係者との会合において確認できた。これまでの関係者への調査を踏まえ、2022 年 2 月末

には、「地球規模のカーボンニュートラルを目指すには：日本の民間・資金による海外の

森林の持続的利用と保全の可能性」というタイトルで、産官学参加型のワークショップを

日本国内(オンライン)で開催した。2020 年ごろから急速に国際的議論や取り組みが進みつ

つある、民間資金を活用した森林保全・修復による気候変動の緩和や適応活動への日本企

業の参入の可能性、「ネットゼロ」に向けて次々と新しい枠組みができている森林炭素市
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場の動向、さらに、これらに関するルール作りなどについての現状を広く周知すると共

に、日本の民間資金や技術を活用した森林ビジネスの海外展開に関して様々な関係者がそ

れぞれの立場で何が必要なのか、求められているのかを議論した。264 名の事前申込者の

約半数の 120 名が参加し、そのうち 93名がアンケートに回答した。回答者の 62%は民間企

業からの参加者であり、また、全体の 87% は「非常に満足した」「満足した」という結果

であったので、当初予想していた以上に民間企業がカーボンニュートラルに向けての取り

組みの一環として、途上国での森林再生や保全に興味を持っていることが窺えた。 

 
(2) プロジェクト全体のねらい（これまでと異なる点について） 

2021 年 9月にニューヨークで開催される国連食料システムサミットでは、食料・水・生

態系と調和する変革の重要性が再認識され、2021 年 11 月の COP26 においてはパリ協定の実

現にむけての途上国の森林の重要性が再認識され、世界レベルでカーボンオフセットへの

民間投資の機運が高まっている。このような国際動向に合わせて、我々のプロジェクトも、

マダガスカル北西部乾燥林地域において、食料・水・生態系と調和する循環型自然資源経済

を目指す方策を探るというように、視野を拡大した。これらの構想の深化は、プロジェクト

終了後に目指すべき活動構想の調整にもつながっている。具体的には、籾殻ブリケットの導

入によって薪炭材需要による森林劣化にブレーキをかける、など、ランドスケープレベルで

循環型経済を回す可能性が浮上した。現在の段階では、ANP 周辺では民間企業が参加できる

プロジェクトの実施可能性に関する検討は不十分であるが、持続可能な開発目標（SDGs）の

達成に貢献する具体的な方策案が見え始めた。よって、日本の民間資金と技術がどのように

森林分野で気候変動や、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢献するかについて調査・検

討を重ねることの意義はこれまでになく高いといえる。 

 

(3) SDGs 達成に向けた重要性、科学技術・学術上の独創性・新規性（これまでと異なる点に

ついて） 

国連は 2021−2030 を “Decade of Ecosystem Restoration (生態系再生の 10 年間)”

と位置づけ、2030 年までにめざす持続可能開発目標の中心にすえている。中でも、乾燥ア
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フリカでの土地劣化を食い止めることは、国際的な最重要課題とされている。その意味から

も、本プロジェクトのねらいを上述のように進展させることは、国際社会が直面する課題の

解決に貢献しうる活動といえる。言い換えると、森林火災が土地劣化を加速化させるという

負のスパイラルからマダガスカルの土地利用管理を脱却させるべく、森林科学・農学・社会

科学を横断して協働作業により包括的な SDGs 達成を模索していく方向に、プロジェクト全

体のねらいはシフトしている。こうしたパラダイムシフトは、SDG 達成への貢献を主眼に置

く aXis 事業において、本プロジェクトの重要性を上げるものと考える。 

 

(4) 研究運営体制、日本人人材の育成(若手、グローバル化対応)、人的支援 (研修、若手の

育成) およびネットワーク構築等 

 

本プロジェクトは、京都大学と大学間学術交流協定を結ぶマダガスカルのアンタナナリ

ヴ大学との緊密な協力体制によって推進される。また、調査地であるアンカラファンツィカ

国立公園はコロナ禍の影響で公園の一般利用が完全に停止しているにも関わらず、国立公

園管理局による本事業の意義に対する多大な理解のもと、特別な許可を得て研究活動の継

続が可能であった。本プロジェクトには 3名の京都大学の博士後期課程の学生が参画し、そ

れぞれが森林科学、空間生態学(リモートセンシング)、環境社会学の専門的な技量を深めつ

つ、学際的に持続可能開発目標を視野に入れた国際的な研究協力の経験を積んでいる。これ

らの学生は、UN や FAO が作成した REDD+に関する e-learning 研修コースなども受講し、ま

た、英語での研究チームプロジェクトのマネジメント経験も積んでいる。また、相手国カウ

ンターパートである教員の指導と日本側チームによる携帯電話やインターネットを通した

指導のもと、アンタナナリヴ大学とマハジャンガ大学のマダガスカル人大学院生も生態学

的な森林調査や社会学的な聞き取り調査の経験を積んでいる。また、ネットワーク構築につ

いては、本プロジェクトの活動は、マダガスカル北西部の州都マハジャンガに所在の理工系

公立大学・マハジャンガ大学と京都大学の間に研究教育協定を 2021 年 7月に締結し、また、

11 月には、アンタナナリヴ大学と学生交流協定を締結した。これにより、本プロジェクト

は、京都大学が 2020 年度後期から開始した大学の世界展開力強化事業「アフリカにおける

SDGｓに向けた高度イノベーション人材育成のための国際連携教育プログラム」とも相加的

に、マダガスカルとの研究協力ネットワークをより強化していくことに貢献している。 
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Ⅱ．今後のプロジェクトの進め方、および成果達成の見通し（公開） 

新型コロナウイルス感染症拡大による人々の健康、生活、経済活動への影響はマダ

ガスカルでも深刻であり、2020 年 4月以降 2021 年 12 月まで、日本からの渡航は全く不

可能であった。よって、オンラインを活用して現地カウンターパーや日本国内有識者と

の会合を通して、情報収集や現地での活動を進めた。2021 年 10 月後半の大規模火災の

際は、現地チームメンバーとの携帯電話回線を通してのやり取りを通して、現状把握と

プロジェクトサイトの保全を図った。渡航が可能になった直後の 2021 年 12 月には、現

地カウンターパートのみでは対応できない調査項目である、ドローン撮影によるより広

域の森林構造の推定を実施した。一方、より時間と準備のかかる、森林の水源涵養機能

の評価やマダガスカル在来種を用いた植林技術開発など現地での協働作業に時間がか

かる構想は、実施できなかったので、将来的なプロジェクトの構想に回した。 

ワークパッケージ 1 が目指す森林の生態系機能の定量的評価の結果を学術論文と

して公表する準備を行い、国内外の学会や国際研究期間での招待セミナーにおいて発表

した。これらの場での意見交換では、マダガスカルの熱帯林の森林構造、樹種多様性、

地上部炭素貯蔵を 15 ha という大規模プロットで検証するという点で世界初の試みで

あり、本プロジェクトとその成果が国際的に高く評価されることが確認できた。また、

マダガスカル北西部乾燥林の構成樹種の多様性を世界水準の規模と精度で解析するこ

とは、その保全の意義に重要な科学的根拠を与えるものである。 

ワークパッケージ２に関しては、今後の持続可能な自然資源循環経済を地域レベ

ルで開発するために留意すべき点がより明確になった。途上国における多くの植林事業

と同様、マダガスカルのこれまでの植林事業では、ユーカリやアカシアなど成長の早い

少数の外来樹種のみが用いられてきた。しかし、植林後のパフォーマンスのモニタリン

グや自然林の生物多様性へのインパクトなどの環境アセスメントは全く行われていな

い。また、在来樹種の種子バンクを運営管理している現地の研究機関や植林事業を展開

している環境 NGO は、在来樹種の植林技術に関して文章化やその出版をほとんど行って

いない。国や地域レベルで在来樹種の植林事業を社会実装するには、現地に散在してい

る在来樹種の苗側・植林試験を視察し、技術を改良しながら地域住民らとともに文章化

し、共同で出版する必要があるだろう。こういった活動は、劣化した森林の再生が急務

とされるマダガスカルを含めて多くのアフリカ乾燥地域において切望される技術であ

り、具体的な社会実装の第１歩となる活動と考える。さらに、籾殻ブリケットの現地へ

の導入については、日本の技術開発企業ともさらなる協議を行って、アンカラファンツ

ィカ国立公園下流の稲作地帯への試験的導入の具体的な計画を立案し、マダガスカルの

中央政府・地域政府と交渉を行い、木炭に変わる循環型エネルギー資源の開発を本プロ

ジェクトの後継事業として具体化することが見通される。 

ワークパッケージ 3に関しては、REDD+の仕組みによる炭素クレジットを資金とし

ての森林保全・再生活動には、政治的な要素が絡むことが多く、フィージビリティーを

正しく評価するためには、マダガスカル政府関係の担当者と直接協議・交渉することが

必須となる。また、国レベルでの REDD+構想を強く押すというマダガスカル政府の動向

の今後にも注視して進めるべき、と考える。一方で、カーボンオフセットや企業社会責

任（CSR）の見地から、途上国の持続可能開発支援への民間投資の機運が高まっている。

すでにこういった民間資金活用のメカニズムの開発が急速に進みつつある欧米に比べ

て、日本においては途上国への民間投資は個別の企業の取り組みが主流という段階とい

える。2 月末のワークショップはこの状況を改善する一歩と捉え、ここでの議論をいか

して、途上国での森林保全に向けての民間投資促進の活性化を図った。  



– １０ – 
 

Ⅲ．社会実装に向けた課題とそれを克服するための工夫、教訓など（公開） 
 

(1) 研究成果を社会実装につなげるための課題、現状および課題解決に向けて取り組んだこ

と 

本事業は、気候変動対策としての森林保全と回復に経済的なインセンティブを与える

仕組みとして REDD+を取り上げ、マダガスカル北西部においての実現性を検討するという構

想から出発した。REDD+はこの 20 年ほどの国際的な議論と努力の成果として方法論が確立

されており、その実装は世界各地の熱帯雨林域で始まっている。しかし、マダガスカル北西

部乾燥林の炭素貯蔵量は熱帯雨林より小さく、炭素クレジットのみでは森林保全活動に実

現に必要な資金を調達できない。そこで、その他の森林環境サービスへの支払いの組み合わ

せ（例えば、先進国企業などが社会的責任の見地から環境保全へ行う資金援助など)や、持

続的な地域経済活性化と両立できる森林保全政策の実現を検討することが、本事業の新た

な課題となった。よって本事業が掲げるもう一つの柱である「生態系サービスの評価」を、

プロジェクトメンバーの学際性を活かしながら多面的に実施した。こうした取り組みによ

って「絶滅危惧種を含む生物多様背の保全」「農地への水源涵養機能」「土壌の劣化防止」「有

用植物資源の供給サービス」などにおいて、マダガスカル北西部の乾燥林が大きな生態系サ

ービスを供していることが明らかになった。乾燥林では炭素貯蔵サービスのみに注目せず、

多角的な生態系サービスによって森林保全の価値を上げていく必要があることは、本事業

の調査地だけでなく、世界各地の乾燥林保全の現場にとって有益な教訓となるはずである。 

周辺地域で急速な勢いで進む森林破壊が引き起こす水源涵養機能低下については、マ

ダガスカル政府や地域社会も認識するようになってきている。一方、自然林に多く存在する

有用樹種が森林破壊によって消失する経済的なデメリットは、地方政府も中央政府も認識

していない。また、今回の調査で集めた有用樹種の存在位置などのデータをむやみに公開す

ると、今後の森林再生に向けた苗木生産に必要な種子の供給源となる樹木が短利的な目的

で伐採されてしまうことも危惧される。こういった意味でも、国立公園やマダガスカル環

境・持続的開発省、また、調査地への距離も近く環境教育にも力をいれるマハジャンガ大学

などと、より一層緊密な意思疎通と協力関係を築くべく相談を行っている。 

 

(2) 各種課題を踏まえ、研究プロジェクトの妥当性・有効性・効率性・インパクト・持続性

を高めるために実際に行った工夫 

アンカラファンツィカ国立公園周辺の森林火災は,マダガスカル政府（環境・持続的開

発省）も重要な環境問題と捉え、軍隊を派遣して国立公園内に常駐させ、武力によって違法

な放火の取り締まりなどを行なっている。しかし、我々が途上国の森林劣化問題の有識者と

相談を重ね、現地報道を把握していく過程で明確になったのは、森林火災を引き起こす駆動

要因（ドライバー）を社会科学的な見地からも理解して、有効な方策を提案していくことの

重要性である。地域住民の聞き取り調査からは、移民による非持続的な土地利用の拡大を防

ぐ政策や、木炭生産に取って代わる地域経済活動の開拓を木炭需要を抑える方策と並行し

て実施することが解決策となりえると考える。後者については、現地日本大使館や JICA と

の会議から、マダガスカル大統領が日本の籾殻ブリケット開発技術を導入することに興味

を持っているという情報を得ている。このように、相手国政府がすでに認識しているテーマ

を梃子にして、政府と地域住民の協力のもと、森林保全と再生に結びつく方策を多面的に模

索していくことが、プロジェクト活動の妥当性・有効性・効率性・インパクト・持続性を高

めるために重要と考え、籾殻ブリケット開発を行っている民間企業をはじめ、産官学さまざ

まな当事者との対話を行っている。また、2022 年 2 月には、科学誌 Newton の取材に応じ、

「SDGs と人類の未来」特集に 2ページ見開きの写真を使ったマダガスカルでの SDGs 推進の

重要性を紹介する記事が掲載された。 
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(3) プロジェクトの自立発展性向上のために、今後相手国（研究機関・研究者）が取り組む

必要のある事項 

 

マダガスカルは、アフリカ最貧国の一つでありながら、その唯一無二の生物多様性が世

界的に注目され、生物多様性調査や生物保全活動への資金援助も継続的に行われ、生物保全

活動に関する国際 NGO のオフィスなども常設されている。このため、博物学や自然史の分野

での人材育成はこれまでも行われてきたが、森林生態学や生態系生態学の分野の発展は、基

礎的な研究機器の導入や人材育成においても遅れている。また、分野を超えて社会学、農学、

生物学、経済学が協力して、自国内の「社会－自然システム」を科学的に解析するといった

取り組みは始まっていない。SDGs の実現に必要な開発資金を調達するためには、REDD+のよ

うな国際的な仕組みも活用しうるが、そのためには、若手人材の育成に当たって、より複雑

かつ変容しつつある現代社会に対応できる学際性も重視することに取り組む必要がある。

ことに、森林火災が森林劣化を加速化している現状は、プロジェクト開始前の認識よりも深

刻であることも、我々のプロジェクトメンバーがその場にいたことで、現在進行形で理解で

きた。その結果として、「地元住民とは？ステークホルダーとは？」というような基本的な

ところから現場での社会学的な状況を考慮する必要があることもわかった。一方、燃えた森

林の再生のための植林事業構想などがすでにマダガスカル政府などによって議論され始め

ているが、生態系機能と生物多様性修復に留意した植林技術のノウハウは存在しない。 

 

(4) 諸手続の遅延や実施に関する交渉の難航など、進捗の遅れた事例があれば、その内容、

解決プロセス、結果 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、マダガスカルでも深刻であり、2020 年 4 月以降、

2021 年 12 月まで、日本からの渡航は全く不可能であった。そこで、前述のように、オンラ

インを活用しての現地カウンターパーや日本国内有識者との会合を通して、情報収集や現

地での活動を進めてきた。アンタナナリヴ大学は、2020 年 3 月以降閉鎖された状況が 202

年 7 月まで継続した。また、調査地のアンカラファンツィカ国立公園も原則閉鎖された状況

が続き、活動にさまざまな制限がかかった。また、調査地周辺では、携帯電話回線も 2Gの

レベルで開発が遅れており、リモートコミュニケーションも、通話による会話や、片道 4〜

8 時間かかる都市への移動を定期的に依頼してデータの送信を可能にするなどの工夫を行

なった。このためには、コロナ感染状況が比較的収まっている短期間を利用する、また、国

立公園側の好意により、調査地に短期・長期に派遣する研究員の活動を特別に許可してもら

う、などの工夫を行なった。このような、相手国カウンターパートとの良好な関係は、京都

大学が学術調査を 30 年以上にわたって展開していく中で、強い信頼関係を構築してきて可

能となったものであり、今後とも双方の次世代研究者を共同で育成しながら良好な協力体

制を継続させる努力を行う。 
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Ⅳ．日本のプレゼンスの向上（公開） 

マダガスカルは、日本から遠い。世界で第 4番目に大きなこの島に住むマダガスカル人

の多くは、過去 2000 から 1500 年以内にカヌーにて島に到達したオーストラロネシア語族

の子孫であり、その文化にはアフリカよりもアジアと共通の部分が多い。川沿いや扇状地、

また、高地の湿地帯を開墾して作られた水田が広がり、その周囲に緑の丘が広がる風景は、

日本の里山をも連想させる。しかし、近年は過剰な薪炭材採取や、気候変動による南部の旱

魃から逃れた放牧移民などによる商業作物栽培のための非持続的な焼畑などにより、マダ

ガスカル全土で森林の荒廃がすすみ、不可逆的な土壌劣化や災害が急増している。こういっ

た状況を改善するため、日本からの資金援助や開発協力によるプロジェクトも各地に点在

するが、その規模はアジア諸国への援助に比べると貧弱と言える。マダガスカルの人々は日

本人に対しては友好的であり、我々のカウンターパートのように、日本に国費留学後にマダ

ガスカルに戻り活躍する大学関係者も、日本との有効協力関係を支える重要なパートナー

である。本プロジェクトは、北西部乾燥林にて京都大学が 30 年以上に継続してきた生物多

様性調査などで築いてきた信頼関係をさらに強化した。特に、2021 年の大規模森林火災の

消化活動への本プロジェクトの現地協力者の協力、さらに、科学的かつ定量的な現状把握を

可能とした我々の技術協力は、この信頼関係の強化に貢献した。また、マダガスカル北西部

地域では日本の資金による開発援助は行われたことがない。本プロジェクトは、北西部地域

で初めての日本の持続的開発援助の開拓の布石となることを目指した。京都大学とアンタ

ナナナリヴ大学、および、マハジャンガ大学は、それぞれ 2019 年と 2021 年に大学間学術交

流協定を結び、現地の新聞記事やテレビでも報道された。また、2021 年の大火災の際には、

環境保全国際ニュースサイトである Mongabay とも情報共有を行なった。このような活動も

含めて、日本としては北西部地域で初めての持続的開発援助を視野に入れた我々の活動は、

日本のプレゼンス向上に貢献するものと考える。 

 

Ⅴ．成果発表等【研究開始～現在の全期間】（公開） 

 

別紙に記載 

 

 

 

 
以上 

 



年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

全著者名、題目、掲載誌名、巻、号、ページ、発行
年

All Authors' Names, Title, Journal Name, Volume,
Edition, Page, Year of Publication

DOIコード
DOI Code

 ※"doi:"は不要

和文／英文
Language

出版済み
Status

特記事項
（トップレベル雑誌への掲載など）

Remarks
 (e.g. publication in top level journals etc.)

0 初年度
0 ２年度
0 合計論文数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

全著者名、題目、掲載誌名、巻、号、ページ、発行
年

All Authors' Names, Title, Journal Name, Volume,
Edition, Page, Year of Publication

DOIコード
DOI Code

和文／英文
Language

出版済み
Status

特記事項
（トップレベル雑誌への掲載など）

Remarks
 (e.g. publication in top level journals etc.)

2020

山田祐、マダガスカル・アンカラファンツィカ国立公
園における自然保護と住民による野生ヤムイモの
利用、生態人類学会ニュースレター、26号、63-71
ページ、2020年12月発行

和文（Japanese） 出版済み（published）

1 初年度
0 ２年度
1 合計論文数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

全著者名、題目、掲載誌名、巻、号、ページ、発行
年

All Authors' Names, Title, Journal Name, Volume,
Edition, Page, Year of Publication

DOIコード
DOI Code

和文／英文
Language

出版済み
Status

特記事項
（トップレベル雑誌への掲載など）

Remarks
 (e.g. publication in top level journals etc.)

0 初年度
0 ２年度
0 合計論文数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

全著者名、題目、掲載誌名、巻、号、ページ、発行
年

All Authors' Names, Title, Journal Name, Volume,
Edition, Page, Year of Publication

DOIコード
DOI Code

和文／英文
Language

出版済み
Status

特記事項
（トップレベル雑誌への掲載など）

Remarks
 (e.g. publication in top level journals etc.)

0 初年度
0 ２年度
0 合計論文数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

全著者名、題目、掲載誌名、巻、号、ページ、発行
年

All Authors' Names, Title, Journal Name, Volume,
Edition, Page, Year of Publication

DOIコード
DOI Code

和文／英文
Language

出版済み
Status

特記事項
（トップレベル雑誌への掲載など）

Remarks
 (e.g. publication in top level journals etc.)

0 初年度
0 ２年度
0 合計論文数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

全著者名、題目、掲載誌名、巻、号、ページ、発行
年

All Authors' Names, Title, Journal Name, Volume,
Edition, Page, Year of Publication

DOIコード
DOI Code

和文／英文
Language

出版済み
Status

特記事項
（トップレベル雑誌への掲載など）

Remarks
 (e.g. publication in top level journals etc.)

0 初年度
0 ２年度
0 合計論文数

１．２．３ その他の著作物（日本側研究チームを含まない相手側研究チームの総説、書籍など）
　　　　　　Other Media, e.g. reviews, books  (by the Partner Research Teams only, excluding the Japanese Reasearch Teams)

１．１．２ 原著論文（相手側研究チームを含まない日本側研究チームの論文）
　　　　　　Original Publications (Articles by the Japanese Research Teams only, excluding the Partner Reasearch Teams)

１．１．１ 原著論文（相手側研究チームとの共著論文）
　　　　Original Publications (Articles co-authored with the Partner Research Teams)

１．１．３ 原著論文（日本側研究チームを含まない相手側研究チームの論文）
　　　　　　Original Publications (Articles by the Partner Research Teams only, excluding the Japanese Reasearch Teams)

１．２．１ その他の著作物（相手側研究チームとの共著のみ）（総説、書籍など）
　　　　Other Media, e.g. reviews, books (Co-authored with the Partner Research Teams)

１．２．２ その他の著作物（相手側研究チームを含まない日本側研究チームの総説、書籍など）
　　　　　　Other Media, e.g. reviews, books  (by the Japanese Research Teams only, excluding the Partner Reasearch Teams)

１　論文発表等
    Publication of Articles etc.



年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

日本語／英語／その他
Language

発表者、「題目」、学会等名、場所、月日等
Speaker, "Title", Conference Name, Location, Date etc.

招待講演、口頭発表、ポスター発表の別
Type of Presentation

2020 英語（English）

Yutaro Fujimoto, Takayuki Kaneko, Ando Harilalao
Rakotomamonjy, Hiroki Sato, Kaoru Kitajima 「Structure
and diversity of the tree community�in a tropical dry
forest in northwestern Madagascar」日本生態学会大68
回大会、2021年3月17-21日、オンライン

ポスター発表（Poster Session）

2021 英語（English）

Hiroki Sato, Yutaro Fujimoto, Ando Harilalao
Rakotomamonjy,  Takayuki Kaneko, Zo Lalaina
Razafiarison, �Hajanirina Rakotomanana, Kaoru Kitajima
「Diversity and frequency of trees relying on the largest
frugivore in a Madagascan forest:
Implication for vulnerability to forest emptying」
Association for Tropical Biology and Conservation, July
21-23, 2021, online

口頭発表（Oral Presentation）

2021 英語（English）

Yutaro Fujimoto, Ando Harilalao Rakotomamonjy, Hiroki
Sato, Takayuki Kaneko, Zo Lalaina Razafiarison, �Kaoru
Kitajima 「Tree species diversity and conservation
priorities of the tropical dry forest of �Ankarafantsika
National Park, NW Madagascar」Ecological Society of
America Annual Meeting,Online,  August 3-6, 2021.

ポスター発表（Poster Session）

2021 英語（English）

Yutaro Fujimoto, Daniel Epron, Takayuki Kaneko, Hiroki
Sato, Ando Harilalao Rakotomamonjy,  Kaoru Kitajima
「How do height-diameter relationships vary among
species in a tropical dry forest community」第68回日本
生態学会（オンライン） 2022年3月14日ー18日

ポスター発表（Poster Session）

1 初年度
3 ２年度
4 合計発表数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

日本語／英語／その他
Language

発表者、「題目」、学会等名、場所、月日等
Speaker, "Title", Conference Name, Location, Date etc.

招待講演、口頭発表、ポスター発表の別
Type of Presentation

2020 日本語（Japanese）

山田祐、「マダガスカル・アンカラファンツィカ国立公園に
おける自然保護と地域住民による生業活動」、日本アフリ
カ学会第57回学術大会、オンライン開催、2020年5月23
日

口頭発表（Oral Presentation）

2020 日本語（Japanese）

山田祐、「マダガスカル北西部の森林破壊にともなう生業
基盤の崩壊と住民の対応策―水稲作と結びついた住民
の自発的な環境保護」、みんぱく若手研究者奨励セミ
ナープログラム「危機対応をめぐる文化のデザイン―人
類の知と技を問いなおす」、国立民族学博物館、2020年
11月25日

口頭発表（Oral Presentation）

2020 英語（English）

Joseph Percival, Kaoru Kitajima, Tasuku Yamada, Hiroki
Sato 「Mapping 20 years of dry forest loss in
northwestern Madagascar」the 30th Annual Meeting of
the Japan Society of Tropical Ecology, 21 November
2020

口頭発表（Oral Presentation）

2020 英語（English）

Razanaparany TP, Hanya G, Sato H, 「Cool, Safe, Hungry
and Thirsty: Determinants of Cathemerality in the
Brown Lemurs in Northwestern Madagasca」 36th Annual
Congress of the Primate Society of Japan, Online, Dec
5, 2020

口頭発表（Oral Presentation）

2020 英語（English）

Kaoru Kitajima 「Tropical Forest, REDD+, and Future
Direction」  Webinar by Asian Institute of Technology:
Forest Restoration and Sustainability, Online, 21 March,
2021.

招待講演（Guest/Invited Speaker）

２　学会等発表（セミナー、ワークショップ、シンポジウム等）
　　Presentations at Academic Conferences etc. (Seminars, Workshops, Symposia)

２．１　学会発表（相手側研究チームと連名の発表）
　　　　Conference Presentations (Joint Presentations with Partner Research Teams)

２．２　学会発表（相手側研究チームを含まない日本側研究チームの発表）
　　　　　　Conference Presentations (by Japanese Research Teams, excluding Partner Research Teams)



2021 英語（English）

Kaoru Kitajima and Hiroki Sato 「Tree species diversity
and conservation priorities of the tropical dry forest of
Ankarafantsika National Park, NW Madagascar」
Smithsonian Tropical Research Institute  Virtual
Science Talk Series, 12 October, 2021.

招待講演（Guest/Invited Speaker）

2021 英語（English）
Kaoru Kitajima 「Commentary on sustainable food
production landscape」UN Food Systems Summit
Science Day, 12 July, 2021, Online.

招待講演（Guest/Invited Speaker）

2021 英語（English）
Kaoru Kitajima 「Forests and sustainable landscape
development] JST Sakura Highschool Science Program,
17 July, 2021.

招待講演（Guest/Invited Speaker）

2021 日本語（Japanese）
北島薫　「カーボンニュートラルとSDGs達成の鍵としての
熱帯林」京大アジアアフリカ塾、2022年2月24日、オンライ
ン

招待講演（Guest/Invited Speaker）

5 初年度
4 ２年度
9 合計発表数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

日本語／英語／その他
Language

発表者、「題目」、学会等名、場所、月日等
Speaker, "Title", Conference Name, Location, Date etc.

招待講演、口頭発表、ポスター発表の別
Type of Presentation

0 初年度
0 ２年度
0 合計発表数

２．３　学会発表（日本側研究チームを含まない相手側研究チームの発表）
　　　　　　Conference Presentations (by Partner Research Teams, excluding Japanese Reasearch Teams)



年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

開催期間
Event duration

主催者名
Name of Organizer

名称
Title of the Event

場所（国名、都市名、会場名）
Location (Country, City,

Venue)

参加人数（チームメンバー含
む）

Number of Participants
(Including Team Members)

概要
Overview

2021 2021/2/28
京都大学熱帯林ユ
ニット（瀧本麻子、北

島薫）

地球規模のカーボンニュートラルをめざす
には？　日本の民間資金・技術による海外
の森林の持続的森林と保全の可能性

日本、京都、オンライン

120名（うち93名が参
加後アンケートに回
答）

およそ3時間のセミナーの前半では、趣旨
説明と民間資金による海外での森林保全
活動についての講演（北島、瀧本、森林
総研・江原）を行い、後半は瀧本、北島、
JICA・谷本、CI-Japan・日比、ヤマハ・仲
井、ダイキン・洲上、イトーキ・関川の6名
が登壇して、JICAや民間企業の取り組み
の紹介ののち、パネルディスカッションに
より、オンライン参加の視聴者と質疑応答
を行なった。

0 初年度
1 ２年度
1 合計開催数

３　ワークショップ・セミナー・シンポジウム等の開催
　　Workshops, Seminars, Symposia and Other Events

３．１．ワークショップ・セミナー・シンポジウム（日本側研究チームおよび／または相手側研究チーム主催）
　　　　Workshops, Seminars, Symposia (Organized by the Japanese and/or Partner Research Teams)



年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

出発日
Date of Departure

帰国日
Date of Return

氏名
（１名ごとに記載）

Last Name & First Name

所属機関
Affiliation

役職
Position

用務先（国名、都市名、研究機関名等）
Exchange Destination

(Country, City, Research Organization etc)

用務の内容
Description of

Exchange
Content/Purpose

出張日数（自動計算）
Duration of Exchange

(autocompleted)

2021 2021/12/12 2022/1/13 佐藤宏樹 京都大学 准教授
　マダガスカル、アンタナナリヴなど、

University of Antananarivo, Ankarafantsika
National Park

Work Package 1 & 2 33

2021 2021/12/12 2022/3/10 金子隆之 京都大学 助教
　マダガスカル、アンタナナリヴなど、

University of Antananarivo, Ankarafantsika
National Park

Work Package 1 89

2021 2021/12/12 2022/3/10 藤本悠太郎 京都大学 大学院生
　マダガスカル、アンタナナリヴなど、

University of Antananarivo, Ankarafantsika
National Park

Work Package 1 89

2021 2022/2/6 2022/2/26 Epron Daniel 京都大学 特定教授

　マダガスカル、アンタナナリヴなど、
University of Antananarivo, Ankarafantsika
National Park、フランス、Nancy, University

of Lorraine

Work Package 1 21

0 初年度 延べ出張者数（人） 4 初年度 0
4 ２年度 ２年度 232

延べ出張日数（人・日） 232

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

出発日
Date of Departure

帰国日
Date of Return

氏名
（１名ごとに記載）

Last Name & First Name

所属機関
Affiliation

役職
Position

用務先（国名、都市名、研究機関名等）
Exchange Destination

(Country, City, Research Organization etc)

用務の内容
Description of

Exchange
Content/Purpose

出張日数（自動計算）
Duration of Exchange

(autocompleted)

0

0

0 初年度 延べ出張者数（人） 0 初年度 0
0 ２年度 ２年度 0

延べ出張日数（人・日） 0

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

出発日
Date of Departure

帰国日
Date of Return

氏名
（１名ごとに記載）

Last Name & First Name

所属機関
Affiliation

役職
Position

用務先（国名、都市名、研究機関名等）
Exchange Destination

(Country, City, Research Organization etc)

用務の内容
Description of

Exchange
Content/Purpose

出張日数（自動計算）
Duration of Exchange

(autocompleted)

0

0

0 初年度 延べ出張者数（人） 0 初年度 0
0 ２年度 ２年度 0

延べ出張日数（人・日） 0

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

出発日
Date of Departure

帰国日
Date of Return

氏名
（１名ごとに記載）

Last Name & First Name

所属機関
Affiliation

役職
Position

用務先（国名、都市名、研究機関名等）
Exchange Destination

(Country, City, Research Organization etc)

用務の内容
Description of

Exchange
Content/Purpose

出張日数（自動計算）
Duration of Exchange

(autocompleted)

0

0

0 初年度 延べ出張者数（人） 0 初年度 0
0 ２年度 ２年度 0

延べ出張日数（人・日） 0

４．２．１　相手側研究チームメンバーのみ
　　　　　　Only those by Partner Research Team Members

４．２．２　相手側研究チームメンバー以外
　　　　　　Excluding those by Partner Research Team Members

４　研究交流の実績
　　Record of Research Exchanges

４．１．１　日本側研究チームメンバーのみ
　　　　　　Only those by Japanese Research Team Members

４．１　日本側の本プロジェクト関連海外出張
　　　　Record of Visits by the Japanese Side to Overseas

４．１．２　日本側研究チームメンバー以外
　　　　　　Excluding those by Japanese Research Team Memebers

４．２　相手国側の本プロジェクト関連海外出張
　　　　Record of Visits by Partner Reserach Teams to Overseas including Japan



出願年度
(西暦を入れてください)

Year of Application

出願番号
Application Number

発明の名称
Name of Patent/Patent Name

出願日
Application Date

出願人（全出願人を記載）
Patent Applicants (Fill in All Members)

公開番号
（未公開は空欄）

Publication Number
 (leave blank if
unpublished)

発明者
Inventor

出願国
Country of
Application

登録番号
（未登録は空欄）

Registration Number
 (leave blank if unregistered)

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数（登録番

出願年度
(西暦を入れてください)

Year of Application

出願番号
Application Number

発明の名称
Name of Patent/Patent Name

出願日
Application Date

出願人（全出願人を記載）
Patent Applicants (Fill in All Members)

公開番号
（未公開は空欄）

Publication Number
 (leave blank if
unpublished)

発明者
Inventor

出願国
Country of
Application

登録番号
（未登録は空欄）

Registration Number
 (leave blank if unregistered)

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数（登録番

出願年度
(西暦を入れてください)

Year of Application

出願番号
Application Number

発明の名称
Name of Patent/Patent Name

出願日
Application Date

出願人（全出願人を記載）
Patent Applicants (Fill in All Members)

公開番号
（未公開は空欄）

Publication Number
 (leave blank if
unpublished)

発明者
Inventor

出願国
Country of
Application

登録番号
（未登録は空欄）

Registration Number
 (leave blank if unregistered)

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数（登録番

５　特許出願
　　Patent Applications

５．１．　日本側の単独出願
　　　　　Independent Applications by Japanese Research Teams

５．２．　”相手国”側の単独出願
　　　　　Independent Applications by Partner Countries

５．３．　共同出願
　　　　　Joint Applications



６．１　受賞
　　　　Awards

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

賞の名称
Name of Award

受賞日
Date of Award

受賞者
Recipient

特記事項
Remarks

0 初年度
0 ２年度
0 合計受賞数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

新聞名、記事のタイトル
Name of Newspaper & Title of Article

掲載日
朝刊・夕刊の別

Date of Publication (Morning
or Evening Edition)

掲載者
Publisher

特記事項
Remarks

0 初年度
0 ２年度
0 合計掲載数

６．３　その他
　　　　Other

テレビ、雑誌等に取り上げられた場合などありましたらご記入ください。

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

テレビ：放送局、番組名／
雑誌：雑誌名、巻号数、引用した箇所のページ

Television: Broadcasting Station, Program Name/
Magazine: Name, Volume/Edition, Reference Page

テレビ：放映日／
雑誌：発行年月

Television:Broadcasting Date
Magazine: Date of Publication

出演者／掲載された人
Presenter/Person

mentioned

特記事項
Remarks

2021 科学雑誌Newton 「SDGsと人類の未来」特集　pp. 30-31 5月号 (3月末発売) 北島薫　佐藤宏樹

0 初年度
1 ２年度
1 合計出演・掲載数

６．２　新聞報道
　　　　Newspaper Reports

６　受賞等
　　Awards


